
銀河探訪 さいしょの一歩から 20 コースまで

概要

８インチ程度で市街地で銀河を見るための導入星図とした。

手導入で見やすい物から比較的難しい物まで２０コースを用意した。

春に限定し北天も除いた。

構成

滝星図８．５をベースに広域図に滝星図６．５を補った。

天体付近の拡大は JR’ｓの星図 B セットを用い、私がスケッチ風に起こしたものを補った。

Nyancotan 氏の写真を使わせて頂けることになった。12 インチ経緯台。ネットのものを５００ピクセル角に整えた。北は向いていない。

天体の数値は、「The NGC/IC project」の値を主に用いた。

ネット情報

写真 「nyancotan's diary」 http://nyancotan.hatenadiary.com/ 写真は銀河の個性の参考のためで、眼視ではずっと淡くなります。

星図 http://www.geocities.jp/toshimi_taki/index.htm                     （全然見えないことも多いです。）

星図 http://www.uv.es/jrtorres/triatlas.html

データ http://www.ngcicproject.org/

ねらい

市街地で銀河など不可能、と思う方はまず M53 星団を入れてみてください。難しいならそれまでです。易しいようなら M64 と M49 を探

しましょう。見つかるなら、「視野に入れさえすれば」あなたの環境で 9 等までの他の銀河は見えるでしょう。是非 M60 から順におとめ座の

銀河を見つけてください。また、M49 の手前の NGC4526 が見えるのなら 10 等までの銀河は見えると思います。そして 11 等に近い銀河

が見え出すなら、対象天体は全天で数百になるでしょう。最初の一歩が成功するように、有名な天体ではなく易しい天体をお勧めする次第です。

※市街光を遮光するとか、赤ランプで眼を慣らすとか、そらし眼とか、初歩的な話はここでは扱いません。各自お願いします。

初稿 ２０１６年１月２７日



目次

その１ アークチュルスから M53 M64 M49 へ

その２ おとめ座銀河団の縦走 M60 から 59～58～87～86～84 へ

◎その３ かみのけ座星団から NGC4565 へ

◎その４ かみのけ座 M85 から 99 を経て M84 へ合流

その５ マルカリアンの鎖を北上

その６ しし座γ星から NGC3227 へ, ヒクソン 44 へ

その７ しし座 M105 から M66 へ縦走する

その８ 早春編 NGC2683, 2841, 2903, 3115 を単品で

その９ おとめ座を南下する M49 から M61 まで

その１０ おとめ座を更に南下する γ星から 4697 を経て M104 まで

その１１ 北斗 γ 星からりょうけん座へ NGC3953, 4088, 4258

その１２ かみのけ座星団の北へ

その１３ 南天の落穂たち NGC3166, 3521, 4038

その１４ ペア銀河を見る 4567/68, 4754/62 5363/64

その１５ 細い銀河を見る 3877,4111,4244,  4216

その１６ M101 に挑む

その１７ 定番の M51, 63, 94

その１８ りょうけん座の東 5005,5033,5371

その１９ M83 と南天

その２０ 卒業試験 M5 から NGC5846, 5746 へ

番外 クエーサ 3C273 を見る



広域図（滝星図 6.5 を加工） アークチュルスからαCom 星へ ついで かみのけ座星団 Mel111 へ

かみのけ座の星団は mel 111 といいます。肉眼で見えるのは良い空。ファインダで入れてください。その中で二重星を左下に含む三角形の 17

番星が目標です。



その３ 35Com からかみのけ座星団へ 17 番星から NGC4494 へ 見えるなら淡い NGC4565 へ 31 番星から NGC4725 へ

  滝星図 8.5 を加工



その 3 前半 NGC4494 から 4565 へ

写真提供 Nyancotan 氏

かみのけ座星団の 17 番星を入れ、ひとつ左の星の下に 4494 が見える。そこから下がり気味に視野 2 つで星を入れ、上に折れて小さい星。

NGC4565 の核のみがほんのりと見える。腕は見えない。暗黒帯はもちろん見えない。もし何も見えない場合。星団に戻って重星の STF1633

をみよう。それも地味だが７等星が９秒で接していてかわいい。

4565 は見やすいかどうかだけなら勧めしない。余りにも有名だからトライした人は多いだろう。ところが前座の位置の 4494 は容易でも無

名。構造の見えない銀河は見やすくても注目しない慣習があるようだ。でも市街地では割り切って、4494 をありがたく観望したい。



その３後半 おおきい棒渦巻き銀河 NGC4725

写真提供 Nyancotan 氏

銀河の中で棒渦巻き銀河が占める位置はあまり大きくない。これは腕が目立つ中では最も明るく見やすいほうらしい。ただ我家では核のみと

いう事になるだろう。写真をみてもそんな感じだ。市街地で腕を見るのはきびしい。



（参考）淡くて見にくい例 NGC4559  暗い銀河団（Abell1656）と NGC4889

この辺で 9 等台の銀河がもうひとつ。NGC4559 は付近に明るい星がなく、輝度も低い。非常に苦労したのでお勧めはしない。4725 の方が

見やすいのは、核の鋭さだろう。核の集光が弱いタイプは意外に見えない。

右は、4889 で 11 等の暗い銀河。背後に銀河団がある。取上げた理由は次で。写真提供 Nyancotan 氏

たねあかし パトリック・ムーアという大御所が１０９の天体リストを出し、好評です。メシエ天体の次の１０９をどうぞという私家集ですね。

ところが、この付近では 32 番４６３１、3５番４８８９、36 番４５５９、38 番４５６５、40 番３６２６なんです。よって上の 2 枚を取上

げましたが、最初の人はとてもだめだろうと思う次第です。カルドウェルとかコールドゥエルと呼び、有名なリストですがご注意を。1 番が

NGC188 で 2 番が 40 だから難解はわかりそうですが、ヒアデスが入っているし。気まぐれです。



その４ 広域図 αCom 星から M99 へ（滝星図 6.5 を加工） ５～6 等級の星を楽にたどれるが銀河が少し暗い。イチオシは 24 番星だ。



その４ 銀河街道・北路（滝星図 8.5 を加工） 32 番星 24 番星を見ながら M85 へ、6 番星と隣の M99 へ ファインダは楽



その４Ａ M85 M100

写真提供 Nyancotan 氏

Ｍ８５がもう少し明るければという感じ。矢印は NGC4394。Ｍ１００は渦巻きを上から見る。写真では美しい。



その４Ｂ M99 M98

似たような光度のメシエ銀河が続く。Ｍ９９は一段明るいし星が近いので得をしている。ＳＮというのは超新星で線が交差するところにある。

Ｍ９８は入れにくい。写真の力で各銀河が個性豊かであることがわかる。眼視では存在がわかる程度だろう。写真は青みのあるものが少し前の

物で黒っぽい物が新しく、より写りが良い。M98 は得をしている感じ。写真提供 Nyancotan 氏



（参考） 球状星団 NGC4147 ごく暗いペア銀河 NGC4298／4302

NGC4147 は 10.4 等でクラス６の星団。10 等の球状星団は易しくないが、それでも同光度の銀河と比べると明るいと感じる。比べるのも

面白い。右は 12 等のペア銀河の例。M99 に近いので取上げたが腕は淡いし暗黒帯もあるしで非常に難しいと思う。

写真提供 Nyancotan 氏



観望メモ 8 インチ 70 倍ていど

Ｍ８５は一見よさそうで、星がなく入れにくい。すっと主鏡に入るほどの明るさも感じない。それでもファインダの目分量で２：１で入ると思

う。星の周囲が拡散するイメージ。近くの 4394 は見えそうで難しい。



観望メモ 8 インチ 70 倍ほど

Ｍ９９が星に近く入れやすい。Ｍ１００も暗い星を拾うと入る。渦巻はみえないが、渦巻銀河の割に淡くない。Ｍ９８は凄く淡く感じる。光度

ｍと表面輝度 SB の活用を推してきたが、違う場合もある。M100 を明るいとする本もある。12 等のペア銀河はかなり難しいだろう。


